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平成29年度日本工学会 

ニューヨーク州立ストーニーブルック大学 医学部 

映像情報メディア学会（ITE） 

(元映像情報メディア学会 副会長) 

世界に勝てる技術、貢献できる技術を武器に 

～8K等の映像技術とその医学応用例を中心に～ 

メディカルイメージングコンソーシアム（MIC） 



 

映像情報メディア学会活動領域の変遷 
 

• 1950年、学会創立時は日本におけるテレビジョン放送の開始・普
及・発展を目的に創立 

– テレビジョン関連の学理、技術の研究を中心に活動 

– 白黒放送からカラー化、衛星放送、ハイビジョン放送、4K/8K放送へと発
展 

• 映像情報メディアは、メディアの中核を担うものとして、映像に関
わる機器、システム、方式等、広範な領域の学問、技術を含む総
合技術として、医療応用、自動運転、深層学習、情報セキュリ
ティなどに活動領域を拡大 

• コンテンツに関する技術も取り込み、一層活動範囲を拡大 

– VR(Virtual Reality),AR(Augmented Reality ),MR(Mixed Reality)など 

– 2020年東京オリンピック、パラリンピックを目標にスポーツ映像処理研究
会を2016年に発足 



研究委員会活動 

• 11の研究委員会により年間80回程度の研究会を開催 

①情報センシング研究委員会 
②情報ディスプレイ研究委員会 
③マルチメディアストレージ研究委員会 
④コンシューマエレクトロニクス研究委員会 
⑤放送技術研究委員会 
⑥ヒューマンインフォメーション研究委員会 
⑦メディア工学研究委員会 
⑧映像表現＆コンピュータグラフィックス研究委員会 
⑨アントレプレナー・エンジニアリング研究委員会 
⑩立体映像技術研究委員会 
⑪スポーツ情報処理時限研究会 



当学会とかかわりの深いNHK放送技術研究所（NHK技研） 

 
 

放送の進歩発展に関わる技術の調査・研究を基礎から応用まで実施  

衛星放送、ハイビジョン、デジタル放送、
PDPテレビ、超高感度テレビカメラなど
の技術を開発、実用化 

次世代テレビとして2000年に 8Ｋスーパーハイビジョンの開発に着手 

究極の高臨場感テレビ 

       NHK技研 東京 世田谷区 砧 

設立  １９３０年 

 

所員  ２５７名 

   （研究者２２９名） 

     博士  ８７名 

         

    （２０１７年３月末現在） 
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・ 超高感度撮像技術 

   超高感度HARP（ハープ）撮像デバイスとそのカメラ 

 

・ 超高速度撮像技術 

   超高速度CCDとそのカメラ 

 

・ 超高精細映像技術 
   8Ｋスーパーハイビジョン（ハイビジョンの16倍の画素数） 

    

NHK技研における３つの“超”のイメージング技術 
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先進映像技術は医学研究、医療にも役立つ！ 

産業の活性化につながることも含めて 
学会からの強いアピールが必要 

映像情報メディア学会とのかかわりの深い技術 



CEATEC  2015 
シャープの展示より 
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8Kスーパーハイビジョンについて 

人間科学的アプローチによる開発 
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8Kテレビ（3300万画素）は4Kテレビ（800万画素）    
   との画素数競争で生まれたものではない 
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8K内視鏡カメラ（臨床研究用） 

硬性鏡 
30°斜視, 外径10mm 

ﾚﾝｽﾞ径6mm 
8Kカメラヘッド 

2.5ｲﾝﾁCMOS撮像素子 
単板式3300万画素 

（2.2kg、125x130x185mm） 

視野拡大用レンズ 
単焦点, 手動フォーカス 
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（2014年9月開発） 



NHKニュースウオッチ９より（2014.11.10） 

70代男性患者二人の胆のう摘出手術を
8K内視鏡カメラを用いて実施 

杏林大学医学部付属病院 
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NHKニュースウオッチ９より（2014.11.10） 

杏林大学医学部付属病院 
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OPIE’16 メディカル＆イメージングEXPO(2016年5月18～20日、
パシフィコ横浜）で世界最小・最軽量の新開発8Kカメラを初公開 

世界最小・最軽量8Kカメラの開発に成功 
     （2016年5月、MIC、カイロス株式会社） 

©2013-2017 Medical Imaging Consortium. All rights reserved. 

感度: 2000ルクス、F8 

感度: 2000ルクス、F4.8 

新開発8Kカメラ 

従来型8Kカメラ 
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超高感度HARP
撮像技術の医学
応用 

電子なだれ増倍 

現象を用いた日
本の独自技術 

8K以外にも映像情
報メディア学会関連
技術が先進医学研
究で活用 



HARP（ハープ）とは？ 

HARP：High-gain Avalanche Rushing amorphous Photoconductor 

● アモルファスセレン半導体の中で生じる「なだれ増倍現象」を 

  利用した高感度な光電変換膜（1985年ＮＨＫ技研で原理発見） 

走査電子ビーム

電子銃

レンズ

電荷
光

HARP光電変換膜

なだれ増倍

HARP光電変換膜 

HARP撮像管 

超高感度HARPカメラ 通常の放送用カメラ（ＣＣＤカメラ） 

（被写体照度 0.3ルクス、レンズ絞り 開放） 

月明かりでハイビジョン撮影が可能 

暗くても鮮明
に撮れる 

平成8年恩賜発明賞受賞 
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日本発の超高感度HARP撮像デバイス技術が米国の大学医学
部でがんの早期発見等を目的としたＸ線医療診断用センサー
（固体HARP）として発展。2016年、開発に成功 

(2016) 
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映像情報メディア学会は他の学会等と連携して、先端の映像技
術やデバイス技術が医療などの他の分野にも役立ち、それが人
の幸せや産業の活性化につながるものであることを積極的にア
ピールすべき。 

前述の開発は、ものづくりの研究、技術に支えられている。 

ものづくりを含めた研究競争力をどのように高めるか 

〇アンダー・ザ・テーブルでの研究 

〇研究での異端児の重要性 

〇セレンディピティについて 



ご清聴有り難うございました 

谷岡健吉 
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